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令和元年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間（第２学年）


テーマ〖SDGs達成のために、私たちができること〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高槻市立如是中学校　








≪学習のねらい≫


　・自分で課題を見つけ、仲間と協働し、自分の生き方を考える。


　・SDGs（持続可能な開発目標）達成のために自分たちができることを考え、実践し、報告する。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　８月　～　９月


　①　SDGsについて学ぶ


　　　国連やユニセフなどの公的機関が発信している情報をもとに、SDGsについて理解を深める。


　②　SDGs達成のためにできることを考える


　　　プラスチックごみによる海洋生物への影響を減少させるなどのSDGsを達成するための　　　取組みを調べる。そして、環境保全につながる身近な取組みや募金など、自分たちにできることを考え、実践する。


　③　SDGsについて学んだことを発表する


　　　パワーポイントを使ったスライドや寸劇、パンフレットの作成などにより、SDGs達成のための　　取組みを各クラス内で班ごとに発表する。各クラスの優秀な発表内容を１班ずつ、全校生徒の前で発表する。


　④　プラスチックごみ軽減を訴える貼り絵を制作する


　　　海洋汚染で苦しんでいるクジラをテーマにした貼り絵を、学年全員で制作する。


≪指導のポイント≫


　■生徒がSDGsについて理解を深めるため、ユニセフが発信している動画などを活用し、取り組みやすい導入教材を作成した。


　■表現方法や取り組む内容を制限せず、生徒が主体的に活動できるようにした。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


学校のための持続可能な開発目標（SDGs）ガイド 子どもと先生の広場  日本ユニセフ協会


https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/


≪成果≫


・スライドを用い、プラスチックごみによる海洋生物へ及ぼす影響を発表できた。


・安心な水を得ることが難しい貧困地域のことや募金に協力することで環境保全に協力することができることなどを寸劇でわかりやすく紹介できた。


・発表を聞いた1年生の感想に「SDGsという難しい話題を笑いを交えながら、しっかりと解説し伝えていたところが素晴らしかった。アート作品も巨大なクジラを描いていて、環境を守ろうという思いが強く伝わってきた。」と書かれるほどクオリティの高い作品および発表を作ることができた。


　　








